
授業の補足プリント

☆ 部分分数分解 (例 ) 1 θ 漸化式 ∞ 数列 の 2項間以上 で 成 り 立 つ 関係式
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7式 で 表すと、

回階差数列 ← 前 の 項 に 2 (公差 )を足すと 次 の頃 になる 。

数列 3 an に対して 数列 を {ang を
. ( 定義 )
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.☆ 階差数列 (特性型上

数列 3 Gn 9 の 階差数列 を { bng とする
。
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Ant、 =An +fin ) は数列 3 an との階差数列 を { hny と
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すると 、 An + 、
- an = bn (定義 ) より

、

An = fin 」 であり 、
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f( k ) ( n ミ 2 ) で an を 求めれる 。

② 和 から 一般項 を求める ( Sn → an ) ☆ 一般的に 基本形はいるのことを 指すが
、

この 後出 てくる

ai + GI + a 3 + … + An- 、 +an =n
☆ 和から 一般項 ( Sn → an )

「

おきかえ 型」
の
漸化式では、 おきかえた後 、

4 の 形 に

一 ) aitartast … ean 、 =Snm数列 1a について 、{ GKとすると 、
なり 、 誘導 なしでスラスラ 解けないといけないので 、
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基本形に 入 れてある 。
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